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1. 2021年3月期第3四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第3四半期 95,251 17.4 8,064 57.1 8,464 57.5 5,546 62.4

2020年3月期第3四半期 81,167 17.7 5,132 54.8 5,375 45.1 3,414 41.8

（注）包括利益 2021年3月期第3四半期　　6,501百万円 （76.3％） 2020年3月期第3四半期　　3,688百万円 （91.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第3四半期 292.00 ―

2020年3月期第3四半期 180.37 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第3四半期 126,553 72,439 56.4

2020年3月期 127,571 67,623 52.4

（参考）自己資本 2021年3月期第3四半期 71,355百万円 2020年3月期 66,794百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― ― ― 90.00 90.00

2021年3月期 ― ― ―

2021年3月期（予想） 80.00 80.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

※2020年３月期の期末配当金90円00銭は、記念配当20円00銭(西風新都バイオマス発電所竣工記念)を含んでおります。

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 133,000 11.3 8,500 △10.1 8,900 △7.1 6,000 △3.1 315.88

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期3Q 20,341,980 株 2020年3月期 20,341,980 株

② 期末自己株式数 2021年3月期3Q 1,343,274 株 2020年3月期 1,354,922 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期3Q 18,994,418 株 2020年3月期3Q 18,930,773 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、企業収益の減少や

設備投資の減少など、依然として厳しい状況にあります。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止策を講じる中で、輸出の増加や各種政策の効果により景気の持ち直しの動きもみられます。

このような事業環境のもと、本年度を前中期経営計画において実施した大型投資や戦略的受注活動を結果に結び

つける飛躍の年と位置付け、本年４月に「持続的発展のための企業基盤向上」、「事業環境変化に対応できる収益

基盤の確保」を基幹とする「中期経営計画（2020年度～2022年度）」を策定・実行してまいりました。自社発電所

の運営により検出された各種課題の把握と分析、これによる知見の取得、建設・補修工事の施工能力・安全の向上

に向けた技術開発、風力発電分野に参画するための新組織の立ち上げ（風力エナジープロジェクト組成）、新工法

の特許出願等、新たな会社の収益基盤確保に向けて着手してまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高85,560百万円（前年同期比1.3％減）、売

上高95,251百万円（前年同期比17.4％増）、うち海外工事は4,853百万円（前年同期比37.7％増）となりました。

利益面につきましては、営業利益8,064百万円（前年同期比57.1％増）、経常利益8,464百万円（前年同期比57.5

％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益5,546百万円（前年同期比62.4％増）となりました。

なお、セグメント別の経営成績を示すと、次のとおりであります。

(建設工事部門)

受注高は、自家用火力発電設備工事および製鉄関連設備工事が増加したものの、事業用火力発電設備工事が減少

したことにより、部門全体として減少し、37,377百万円（前年同期比3.9％減、構成比43.7％）となりました。

　売上高は、自家用火力発電設備工事および環境保全設備工事が減少したものの、事業用火力発電設備工事が増加

したことにより、部門全体として増加し、45,319百万円（前年同期比31.9％増、構成比47.6％）となりました。な

お、セグメント利益は3,096百万円（前年同期は414百万円の損失）となりました。

(補修工事部門)

受注高は、事業用火力発電設備工事および製鉄関連設備工事が減少したものの、原子力発電設備工事および自家

用火力発電設備工事が増加したことにより、部門全体として増加し、48,183百万円（前年同期比0.8％増、構成比

56.3％）となりました。

　売上高は、自家用火力発電設備工事および製鉄関連設備工事が減少したものの、事業用火力発電設備工事および

原子力発電設備工事が増加したことにより、部門全体として増加し、49,932百万円（前年同期比6.7％増、構成比

52.4％）となり、セグメント利益は7,268百万円（前年同期比7.0％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(イ) 資産

流動資産は、現金預金が5,477百万円増加したものの、受取手形・完成工事未収入金が4,581百万円および電子記

録債権が1,396百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて1,638百万円減少し93,388百万円となり

ました。

固定資産は、繰延税金資産が615百万円および長期性預金が544百万円減少したものの、投資有価証券が1,889百

万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて621百万円増加し33,164百万円となりました。

(ロ) 負債

流動負債は、未成工事受入金が1,604百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて1,085百万円減

少し37,662百万円となりました。

固定負債は、社債が3,400百万円および長期借入金が1,264百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に

比べて4,747百万円減少し16,451百万円となりました。

(ハ) 純資産

純資産は、利益剰余金が3,832百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて4,816百万円増加し

72,439百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想等につきましては、2020年８月６日に公表した2021年３月期(2020年４月１日～2021年３月31日)

の通期業績予想を修正いたしました。当該予想の詳細につきましては、本日(2021年２月12日)公表の「2021年３

月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 17,239 22,717

受取手形・完成工事未収入金 46,843 42,261

電子記録債権 8,730 7,333

未成工事支出金 20,496 20,455

材料貯蔵品 52 65

その他 1,666 556

流動資産合計 95,027 93,388

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 18,544 18,486

減価償却累計額及び減損損失累計額 △10,509 △10,630

建物・構築物（純額） 8,034 7,856

機械・運搬具 14,534 14,867

減価償却累計額 △10,219 △10,729

機械・運搬具（純額） 4,314 4,137

工具器具・備品 2,163 2,254

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,944 △2,023

工具器具・備品（純額） 219 230

土地 7,310 7,365

リース資産 292 314

減価償却累計額 △110 △154

リース資産（純額） 181 160

建設仮勘定 244 261

有形固定資産合計 20,304 20,011

無形固定資産

のれん 73 54

その他 331 359

無形固定資産合計 404 414

投資その他の資産

投資有価証券 6,850 8,739

長期貸付金 448 550

退職給付に係る資産 - 5

賃貸不動産 1,762 1,779

減価償却累計額 △770 △794

賃貸不動産（純額） 992 985

繰延税金資産 1,562 947

長期性預金 594 50

その他 1,487 1,669

貸倒引当金 △101 △209

投資その他の資産合計 11,834 12,738

固定資産合計 32,543 33,164

資産合計 127,571 126,553
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 10,333 8,882

電子記録債務 12,232 12,863

1年内償還予定の社債 400 3,400

1年内返済予定の長期借入金 1,685 1,685

リース債務 107 101

未払法人税等 2,596 1,015

未成工事受入金 7,296 5,692

賞与引当金 956 280

役員賞与引当金 139 71

完成工事補償引当金 96 160

工事損失引当金 321 142

その他 2,581 3,366

流動負債合計 38,748 37,662

固定負債

社債 9,400 6,000

長期借入金 7,464 6,200

リース債務 157 144

繰延税金負債 1 3

退職給付に係る負債 3,891 3,845

役員株式給付引当金 103 68

役員退職慰労引当金 97 102

その他 82 87

固定負債合計 21,199 16,451

負債合計 59,947 54,114

純資産の部

株主資本

資本金 4,000 4,000

資本剰余金 4,888 4,917

利益剰余金 59,845 63,677

自己株式 △2,162 △2,156

株主資本合計 66,572 70,439

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,144 1,731

為替換算調整勘定 △155 △153

退職給付に係る調整累計額 △766 △661

その他の包括利益累計額合計 222 915

非支配株主持分 828 1,084

純資産合計 67,623 72,439

負債純資産合計 127,571 126,553
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 81,167 95,251

売上原価 70,475 81,320

売上総利益 10,691 13,931

販売費及び一般管理費 5,558 5,866

営業利益 5,132 8,064

営業外収益

受取利息 13 7

受取配当金 162 197

持分法による投資利益 121 152

固定資産賃貸料 166 158

その他 93 186

営業外収益合計 557 702

営業外費用

支払利息 20 26

為替差損 67 95

固定資産賃貸費用 114 110

固定資産除却損 0 3

社債発行費 78 -

その他 32 67

営業外費用合計 314 303

経常利益 5,375 8,464

特別利益

固定資産売却益 15 96

収用補償金 71 -

特別利益合計 87 96

特別損失

固定資産売却損 - 18

投資有価証券評価損 153 0

ゴルフ会員権評価損 - 0

特別損失合計 153 19

税金等調整前四半期純利益 5,309 8,542

法人税、住民税及び事業税 1,520 2,400

法人税等調整額 240 334

法人税等合計 1,761 2,735

四半期純利益 3,548 5,806

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,414 5,546

非支配株主に帰属する四半期純利益 133 260

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 60 586

為替換算調整勘定 △3 2

退職給付に係る調整額 83 104

持分法適用会社に対する持分相当額 0 1

その他の包括利益合計 139 694

四半期包括利益 3,688 6,501

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,554 6,239

非支配株主に係る四半期包括利益 133 261
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

比較増減
(△は減少)

セグメントの名称
金額

(百万円)
構成比率
(％)

金額
(百万円)

構成比率
(％)

金額
(百万円)

受
注
高

建設工事部門 38,890 44.9 37,377 43.7 △1,513

補修工事部門 47,823 55.1 48,183 56.3 360

合計 86,713 100.0 85,560 100.0 △1,152

売
上
高

建設工事部門 34,371 42.3 45,319 47.6 10,947

補修工事部門 46,795 57.7 49,932 52.4 3,136

合計 81,167 100.0 95,251 100.0 14,084

受
注
残
高

建設工事部門 50,302 57.2 39,889 50.7 △10,412

補修工事部門 37,632 42.8 38,741 49.3 1,109

合計 87,934 100.0 78,631 100.0 △9,303

(注) １．建設工事部門は、火力、原子力発電設備や製鉄関係、環境保全、化学プラント等の設備据え付けや

改造工事等と、これらの設備に付帯する電気計装工事、保温、塗装工事他の施工、および各種プラ

ント設備の解体、廃止措置等の事業。

２．補修工事部門は、同上の各種プラント設備の定期点検、日常保守、修繕維持等の事業、および発電

事業。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


